
図2
PRTR対象物質 家庭からの排出量内訳

ポリ
（オキシエチレン）
＝アルキル
　エーテル 37％

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
及びその塩 13％

ジクロロベンゼン
18％

2-
アミノエタノール
7％

トルエン 2％ その他 12％

ポリ（オキシエチレン）
＝ドデシルエーテル硫酸
エステルナトリウム 7％

ドデシル硫酸
ナトリウム
4％

※赤字は合成洗剤の合成界面活性剤※赤字がPRTR制度の対象物質

全物質合計排出量
（2020年度）
35,236ｔ/年

せっけんの
成分に
なるのは
この2種類
だけ！

合成界面
活性剤

家庭用品品質表示法での表示名規定 図1

脂肪酸系（陰イオン）

純石けん分（脂肪酸ナトリウム）

純石けん分（脂肪酸カリウム）

アルファスルホ脂肪酸エステルナトリウム

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

アルキル硫酸エステルナトリウム

アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム

アルファオレフィンスルホン酸ナトリウム

アルキルスルホン酸ナトリウム

しょ糖脂肪酸エステルソルビタン脂肪酸エステル

ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル

脂肪酸アルカノールアミド

ポリオキシエチレンアルキルエーテル

ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル

アルキルアミノ脂肪酸ナトリウム

アルキルベタイン

アルキルアミンオキシド

アルキルトリメチルアンモニウム塩

ジアルキルジメチルアンモニウム塩

直鎖アルキルベンゼン系陰イオン系
界面活性剤

区分 界面活性剤の系別を示す用語 界面活性剤の種類の名称を示す用語

非イオン系
界面活性剤

両性イオン
界面活性剤

陽イオン系
界面活性剤

高級アルコール系（陰イオン）

アルファオレフィン系

脂肪酸系（非イオン）

高級アルコール系（非イオン）

アルキルフェノール系

アミノ酸系

ベタイン系

アミンオキシド系

第四級アンモニウム塩系

ノルマルパラフィン系
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『グリーンコープでんきをすすめるわけ』

グリーンコープ共同体組織委員会

グリーン未来ソーラー売電量
25,986kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
4,823kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
88,110kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
154,635kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
110,478kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
5,318kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

4,997kWh
定格出力54kW（16世帯相当）

2023年3月の売電量

一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という
願いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちのひろがれ
! 発電所

グリーンコープ・グリーン電力出資金
10,871人 1,076,337,000円 （2023年5月15日現在）

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
生
命
に
寄
り
添
い
環
境

を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
生
活
の
中
の
「
洗
う
」
場
面
す
べ
て

に
「
せ
っ
け
ん
」
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
の
せ
っ
け
ん
学
習
会
で
は
、「
せ

っ
け
ん
で
守
る
環
境
と
い
の
ち
」
と
題
し
、
熊
本

学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部 

教
授
の
中
地
重
晴
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各

生
協
か
ら
は
利
用
普
及
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
改
め
て
せ
っ
け
ん
の
利
用
を
す
す
め
て
い
こ

う
と
思
い
を
強
く
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

環
境
省
作
成
の

Ｇ
Ｈ
Ｓ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
2
0
0
4
年
）

水
生
環
境
有
害
性
の

マ
ー
ク

「ワンランクアップの脱プラ生活
BOOK」（中遠支部作成）

　グリーンコープは、生命と原発は共存できないと考え、
１９８６年のチョルノービリ原発事故からずっと原発のな
い社会の実現を願って運動を続けています。
　２０１１年の東京電力福島第一原発事故を受けて、自
分たちが使う電気は自分たちでつくりだしていこうと、一
般社団法人グリーンコープでんきが設立され、２０１３年
から各地に自然エネルギーによる発電所を建設していま
す。２０１６年から電気の共同購入事業に取り組み、２
０１９年には原発フリーを実現しました。
　「電気の選び方が未来を変える」「安心・安全な食べも
のを選ぶように、電気も選びたい」「安さだけを追求する
のではなく、脱原発の思いが込められた電気を選びた
い」。そんな思いから私たちはグリーンコープでんきをす
すめています。
　さあ、あなたも、グリーンコープでんきに切り替えて、
原発の電気を使いたくないと意思表示しませんか。
※原発フリー…原発依存しない

生
命
の
源
で
あ
る

水
資
源
を
守
り
た
い

　

地
球
の
表
面
の
約
７
割
は

水
。
し
か
し
、
人
間
が
使
え

る
水
は
、
そ
の
う
ち
わ
ず
か

０
．
０
１
％
ほ
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
私
た
ち
が
使

っ
て
い
る
貴
重
な
水
は
、
自

然
の
中
で
長
い
年
月
を
か
け

て
循
環
し
、
巡
り
巡
っ
て
未

来
の
子
ど
も
た
ち
が
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
５
０
〜
７
０
年
代
の

高
度
経
済
成
長
期
、
合
成
洗

剤
の
普
及
に
よ
り
水
環
境
が

汚
染
さ
れ
、
公
害
が
大
き
な

せ
っ
け
ん
の
良
さ
と

合
成
洗
剤
の
問
題
点

　

せ
っ
け
ん
は
、
古
代
ロ
ー

マ
時
代
に
、
焼
い
た
肉
の
脂

と
薪
の
灰
が
混
じ
り
で
き
た

も
の
で
汚
れ
を
落
と
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
、
そ
の
安
全
性
は
歴
史
が

証
明
し
て
い
ま
す
。
天
然
の

成
分
で
で
き
て
い
る
の
で
、

環
境
中
で
微
生
物
に
よ
っ
て

分
解
さ
れ
や
す
く
、
水
生
生

物
へ
の
影
響
も
少
な
い
と
言

え
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
湿
疹

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど

の
健
康
被
害
も
少
な
い
な

ど
、
人
に
も
や
さ
し
い
洗
浄

剤
で
す
。

　

合
成
洗
剤
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
で
石
油

成
分
か
ら
作
ら
れ
、
以
来
大

量
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
に
日
本
で
も
量
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
合
成
洗
剤

の
洗
浄
成
分
で
あ
る
合
成
界

面
活
性
剤
に
よ
る
湿
疹
や
か

ぶ
れ
が
問
題
と
な
り
、
ア
ト

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
食
べ
も
の
の
安

全
性
や
豊
か
な
自
然
環
境
を

求
め
て
各
地
に
地
域
生
協
が

誕
生
し
、
そ
の
中
で
せ
っ
け

ん
の
利
用
を
広
げ
た
い
と
考

え
る
生
協
が
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
と
し
て
連
帯
し
て
い
き
ま

し
た
。
以
降
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
は
「
せ
っ
け
ん
派
生

協
」
と
し
て
「
み
ど
り
の
地

球
を
み
ど
り
の
ま
ま
で
、
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
し

た
い
」
と
い
う
願
い
の
も

と
、
水
環
境
を
守
る
た
め
に

力
強
く
せ
っ
け
ん
の
利
用
を

推
し
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
中
に

「
せ
っ
け
ん
」
を

　

せ
っ
け
ん
は
自
然
界
の
中

で
生
み
出
さ
れ
、
古
来
か
ら

使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
、
人

に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
洗

浄
剤
で
す
。
汚
れ
落
ち
、
泡

切
れ
と
も
に
良
く
、
洗
濯
で

は
洗
う
だ
け
で
衣
類
が
ふ
ん

わ
り
仕
上
が
り
、
柔
軟
剤
も

い
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
人
の
健
康
や
環
境

を
守
る
た
め
、
安
心
し
て
使

え
る
「
せ
っ
け
ん
」
を
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
！

２０２３年度せっけん学習会　主催:グリーンコープ共同体組織委員会　開催日:2023年３月15日（オンライン開催）　参加人数:198人

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
原
因
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
０

年
代
に
は
合
成
洗
剤
の
廃
水

に
よ
り
赤
潮
な
ど
の

公
害
問
題
も
起
き
、

せ
っ
け
ん
を
推
奨
す

る
運
動
が
全
国
で
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
合
成
界
面
活

性
剤
は
、
徐
々
に
毒

性
の
低
い
も
の
に
切

り
替
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
今
も
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
る
物
質

と
し
て
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制

度
で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
の
対
象
物

質
の
う
ち
家
庭
か
ら
の
排
出

は
３
万
５
千
ト
ン
に
も
上
り

ま
す
（
2
0
2
0
年
度
）。

し
か
も
そ
の
61
％
が
合
成
洗

剤
の
成
分
で
す(

図
２)

。
家

庭
で
使
う
合
成
洗
剤
を
せ
っ

け
ん
に
変
え
れ
ば
、
環
境
に

悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
成
分
を

大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
分
か
り
に
く
い

合
成
洗
剤
の
成
分
表
示

　

せ
っ
け
ん
か
合
成
洗
剤
か

は
、
容
器
包
材
の
成
分
表
示

を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。「
無

添
加
」
を
謳
っ
た
商
品
で

も
、
成
分
を
見
る
と
合
成
洗

剤
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
洗
浄
剤
は
用
途

に
よ
り
所
轄
す
る
省
庁
が
分

か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

成
分
表
示
の
法
規
が
異
な
り

ま
す(

図
３)

。
ま
た
、
合
成

洗
剤
の
成
分
は
、
用
途
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団
体

が
決
め
た
名
称
が
あ
り
、
同

じ
成
分
で
も
違
う
名
称
で
表

示(

図
４)

し
て
い
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
具
体
的

な
成
分
表
示
を
せ
ず
に
「
非

イ
オ
ン
系
界
面
活
性
剤
」
と

だ
け
書
い
て
あ
る
も
の
も
あ

り
、
注
意
す
べ
き
成
分
が
表

示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多

数
あ
り
ま
す
。

　

特
に
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
の
対

象
物
質
は
、
消
費
者
に
分
か

り
や
す
く
表
示
す
る
よ
う
、

国
や
業
界
に
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

柔
軟
剤
な
ど
の

香
り
成
分
に
よ
る
「
香
害
」

　

柔
軟
剤
の
成
分
も
合
成
界

面
活
性
剤
で
、
陽
イ
オ
ン
界

面
活
性
剤
と
い
う
皮
膚
へ
の

刺
激
が
強
い
成
分
で
す
。

　

柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
成
分

に
よ
っ
て
頭
痛
や
吐
き
気
を

は
じ
め
様
々
な
健
康
被
害
を

訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
柔
軟
剤
の
香
り
成
分
は

化
学
物
質
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
の

中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
洗
濯

の
際
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
が

繊
維
に
付
着
し
、
摩
擦
な
ど

の
刺
激
に
よ
っ
て
は
じ
け
て

香
り
成
分
が
広
が
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
時
間

か
け
て
少
し
ず
つ
香
り
成
分

を
放
出
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
、
一
度
や
二
度
洗
っ
て
も

香
り
は
落
ち
ま
せ
ん
。
香
り

成
分
は
、
鼻
か
ら
吸
い
込
む

と
脳
の
ホ
ル
モ
ン
中
枢(

下

垂
体)

、
自
律
神
経
中
枢(

視

床
下
部)

に
届
き
ま
す
。
ま

た
、
皮
膚
か
ら
も
吸
収
さ
れ

ま
す
。

　

香
り
の
感
受
性
は
個
人
差

が
大
き
く
、
中
に
は
化
学
物

質
過
敏
症
を
発
症
す
る
人
も

い
ま
す
。
米
国
で
は
２
０
０

９
年
に
国
が
フ
レ
グ
ラ
ン
ス

フ
リ
ー(

無
香
料
・
マ
ス
キ

ン
グ
剤
不
使
用)

製
品
の
認

可
を
制
度
化
し
、 

カ
ナ
ダ
政

府
は
２
０
１
９
年
か
ら
職
場

の
無
香
化
指
針
を
公
表
す
る

な
ど
、
海
外
で
は
無
香
化
を

推
奨
す
る
動
き
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
日
本
政
府

は
２
０
２
１
年
に
や
っ
と
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
対

策
に
動
き
出
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
社
会
に
は
浸
透
し

て
お
ら
ず
、
解
決
に
は
程
遠

い
状
況
で
す
。

※

2 

不
快
な
臭
い
を
感
じ
さ
せ

ず
、
心
地
よ
い
香
り
に
す
る
た

め
に
使
わ
れ
る
香
料
。

　
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て

シ
ン
プ
ル
で
や
さ
し
い
生
活
を

　

せ
っ
け
ん
は
、
肌
の
弱
い

人
に
も
刺
激
が
少
な
く
、
排

水
後
も
分
解
が
早
い
の
で
環

境
に
も
負
荷
を
か
け
ま
せ

ん
。
合
成
洗
剤
か
ら
せ
っ
け

ん
へ
切
り
替
え
る
こ
と
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
も
合
致

し
て
い
ま
す
。
原
料
も
製
法

も
シ
ン
プ
ル
な
せ
っ
け
ん
を

使
う
こ
と
で
、
シ
ン
プ
ル
で

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

3 

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」。
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成

す
べ
き
17
の
目
標
と
、
そ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定

し
て
い
る
。

＊
図
１
〜
４
は
学
習
会
資
料
を
も

と
に
作
成
。

※

1ＰＲ
Ｔ
Ｒ
制
度
（
環
境
汚
染
物

質
排
出
移
動
登
録
制
度
）

人
の
健
康
や
生
態
系
に
有
害
な

恐
れ
の
あ
る
化
学
物
質
が
、
ど

こ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
排
出
さ
れ

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
。
国
が
化
学
物
質
の

排
出
・
移
動
に
関
す
る
情
報
を

毎
年
集
計
し
、
公
表
し
て
い
る
。

講
演　

せ
っ
け
ん
で
守
る
環
境
と
い
の
ち

熊本学園大学
水俣学研究センター長
ＮＰＯ法人 有害化学物
質削減ネットワーク
理事長
研究、活動分野は重金
属や環境ホルモンの水
質調査から、放射能汚
染、アスベスト、ダイオ
キシン、ＰＲＴＲ制度、水
銀条約など多方面にわ
たる。

　化学物質の表示には、国連勧告として採択されているＧＨＳ
（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）とい
う制度があり、世界的に統一された絵表示で有害性のある
物質が含まれているかどうか見分けることができます。
　合成洗剤の成分はＧＨＳの「水生環境有害性」に分類され
るものもあります。しかし、日本では労働安全衛生法でしか
表示義務がなく、家庭用製品には義務付けがないため、消費
者には危険性が分かりにくくなっています。家庭用製品にも
ＧＨＳ制度を運用するよう働きかけていく必要があります。

学習会やキープ＆ショップでの取り組み
で汚れ落ち実験やクレンザー作りなど
を行い、せっけんをアピールしました。
昨年10月に開催した「そしきまつり」で
は、組織委員会メンバーのせっけんライ
フを動画にして紹介し、参加者にとても
好評でした。

期間中は、グリーンコープのせっけん類を充実したラインナッ
プで企画します。お買い得な商品もあるので、せっけんライフ
を始めるチャンス！

さわやかな香りで油汚れに強い天然のオレ
ンジオイル配合。手肌にも環境にもやさし
い洗浄剤です。（15号では詰替用も登場！）

せっけんは泡立ちが命！　キッチンの泡
スプレーは、細かい溝やすき間にも泡が
届きやすく、リサイクルトレーなどの洗
浄に便利！五徳や水場の目地に直接吹き
付けても使えます。いろいろな使い方を
試して安心・安全なせっけんライフを楽
しんでください。
共同体組織委員会　委員長　高橋雅子さん

カタログＧＲＥＥＮ11号では、グリーンコープや
まぐち生協が開発した　薬用みんなの液体ハ
ミガキ（ソフトミント）が新登場しました。配合
成分にこだわった刺激の少ない液体ハミガキ
です！

家庭からの有害化学物質の
排出量の６１％が合成洗剤か
らだと聞き、チャンスだと！
みんながせっけんに変えるだ
けで６１％も減らすことがで
きます。

自分や家族の体（いのち）を
守ることが、環境を守ること
につながっていくことを再確
認しました。

私も息子も化学物質過敏症
で、香害に苦しんでいます。香
害への理解がほとんどないこ
とで、つらい思いを何度もし
てきました。

合成洗剤もマイクロプラスチッ
クも川や海に流れて、その水や
魚を食べるのは私たち人間で
す。身近な人たちからせっけん
を使う大切さを広めていきた
いと思います。

体や髪、食器や家をキレイにす
るためにしていることが、排水
口の先で地球（川や海、雨や土
壌）を汚すことにつながってい
る。このショックな事実を多く
の人に知ってもらい、せっけん
が選ばれる社会になっていく
と良いなと思いました。

せっけんも合成洗剤も、本来は混じり合わない「水」と
「油脂」を結びつけて汚れを落とす仕組みは同じです。
しかし、原料や成分、製法に大きな違いがあります。

ヤシ油、米ぬか油、牛脂
など動植物油脂を主原料
に、水酸化ナトリウムや
水酸化カリウムを反応さ
せて作る。製造工程は昔
から変わらず、とてもシン
プル。

石油から生成された化学 
物質が原料。近年はヤシ
油など天然油脂を原料に
使ったものもあるが、い
ずれも製造には複雑な工
場プラントが必要。

環境中に放出されると自
然界のマグネシウム・カ
ルシウムなどと反応し、
せっけんカスになる。組
成が単純なので、分解さ
れやすく、約１日で水と二
酸化炭素になる。

少しずつ分解はするが、
分解しきれないものが自
然界に残ってしまい、川
や海の生態系への影響
が心配される。

自然のサイクルの中で分
解される。せっけんカス
は、生き物の餌になるほ
ど安全。ただし、使いす
ぎには注意。

高温・高圧で化学変化さ
せて作られるため、自然
界には存在しない分子構
造になっている。そのた
め自然界では分解されに
くく、環境や人への影響
が懸念される。

自然の生態系を破壊せ
ず、環境にやさしく、安全
なのは、せっけんです。

近年は「植物由来」「天
然由来」「無添加」などと
書かれた商品も登場して
いるが、成分表示を確か
めることが大切。

講 師

中地 重晴さん

有害な成分には分かりやすい表示を！

と　　　　　     どこが違う？

だから

環境や
人体への
影響

生分
解性

原料

せっけん 合成洗剤

せっけん 合成洗剤

せっけんの良さを
動画でアピール

いのちとくらしの委員会では、マイクロ
プラスチックを排出しない天然素材のヘ
チマタワシを愛用しています。中遠支部
では、家庭にあるプラスチックのものを
天然素材のものに変えようと呼びかけ
る冊子を作成、配布しました。

家庭にあるプラスチック
を天然素材に

「詰替せっけんシャンプー・詰替リンス
tsuya」の利用普及に力を入れました。
チラシを全組合員に配布したり、アピー
ル動画を作成し、年２回のシャボン玉月
間に県内すべてのキープ＆ショップで上
映しました。また、全組合員に募ったモ
ニターには多数の応募があり、選ばれた
モニターからは、今後も使いたいという
感想が多く寄せられました。

全組合員に
モニターを募りました

各生協を代表して３つの生協から取り組みの報告がありました

ふくおか さが （長崎）

７月は
シャボン玉
月間

2023年度
シャボン玉月間がスタートします
カタログＧＲＥＥＮ14号（６月12日週配布）から

　   キッチンの泡スプレーが新登場！
（カタログＧＲＥＥＮ14号）

液体ハミガキが新登場！

所轄省庁と表示法規が異なる 図3

同一成分なのに別名がこんなに！ 図4

法規（省庁）

PRTR登録名

医薬部外品

化粧品

化粧品

洗濯用洗剤

一般名

ポリオキシエチレンドデシルエーテル硫酸ナトリウム（AES）

ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸塩

ラウレス硫酸Na

パレス硫酸Na

アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム

ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸ナトリウム

家庭用品品質表示法
（消費者庁）

洗濯用洗剤

台所用洗剤

上記以外の家庭用洗剤
石けん、ハミガキ、シャン
プー、リンス、スキンケア
用品

洗剤成分の表記規定あり

全成分を表示

表示のための成分名称
は、日本化粧品工業連合
会の「全成分表示名称委
員会」が作成。

薬用シャンプー、薬用ハ
ミガキ、薬用化粧品、薬
用石けん

医薬品医療機器等法・
化粧品（厚生労働省）

医薬品医療機器等法・
医薬部外品（厚生労働省）

対象分野 表示内容

学習会に参加した組合員の感想
（一部抜粋）

※

1

※

2

※

3

い  の  ち

いのち

※

い
の
ち

ヘチマタワシ
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